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次
号
は
８
月

日(

土
曜)
に
発
行
し
ま
す

　【
訂
正
】
七
月
二
十
七
日
付

本
紙
「
守
山
区
女
性
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
」
結
果
記
事
中
、
主

催
者
の
発
表
に
よ
り
決
勝
戦
の

ス
コ
ア
と
勝
利
チ
ー
ム
が
間
違

っ
て
お
り
ま
し
た
。
正
し
く
は

「
オ
ー
ル
フ
レ
ン
ズ

―
０
フ

ラ
ワ
ー
ズ
」
、
優
勝
チ
ー
ム
は

「
オ
ー
ル
フ
レ
ン
ズ
」
で
す
。

訂
正
い
た
し
ま
す
。

　フ
ラ
ン
ス
美
術
三
百
年
を
一

望
で
き
る
作
品
が
一
堂
に
―
。

「
秋
の
所
蔵
品
展
」
が
八
月
二

十
九
日
（
木
）
か
ら
十
一
月
十

日
（
日
）
ま
で
、
ヤ
マ
ザ
キ
マ

ザ
ッ
ク
美
術
館
＝
東
区
葵
一
＝

で
開
催
さ
れ
る
。

　ロ
コ
コ
時
代
の
バ
ト
ー
、
ブ

ー
シ
ェ
、
フ
ラ
ゴ
ナ
ー
ル
、
シ

ャ
ル
ダ
ン
、
新
古
典
主
義
の
ア

ン
グ
ル
、
ロ
マ
ン
主
義
を
代
表

す
る
ド
ラ
ク
ロ
ワ
ほ
か
、
十
八

世
紀
か
ら
二
十
世
紀
に
活
躍
し

た
フ
ラ
ン
ス
画
家
の
絵
画
作
品

が
一
堂
に
会
す
る
展
覧
会
。

　そ
の
ほ
か
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ

最
晩
年
の
、
質
の
高
い
ガ
ラ
ス

作
品
も
数
多
く
展
示
。
同
美
術

館
の
主
要
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
約

百
八
十
点
を
紹
介
し
、
フ
ラ
ン

ス
美
術
三
百
年
が
一
望
で
き
る

内
容
と
な
っ
て
い
る
。
音
声
ガ

イ
ド
無
料
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。

　ま
た
会
期
中
、
デ
ィ
ス
ク
オ

ル
ゴ
ー
ル
演
奏
（
毎
日
、
午
後

二
時
―
十
五
分
程
度
）
や
、
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
（
第
二
・
四
土

曜
、
午
前
十
時
半
―
、
先
着
十

人
）
な
ど
も
催
す
。
開
館
時
間

は
平
日
＝
午
前
十
時
―
午
後
五

時
半
、
土
日
祝
＝
午
前
十
時
―

午
後
五
時
。
月
曜
（
祝
日
の
場

合
は
翌
平
日
）
休
館
。

　入
館
料
は
一
般
千
円
、
小
中

高
生
五
百
円
、
未
就
学
児
無

料
。
問
い
合
わ
せ
は
ヤ
マ
ザ
キ

マ
ザ
ッ
ク
美
術
館
＝
☎
０
５
２

（
９
３
７
）
３
７
３
７
＝
へ
。

　
　
　◇

　
　
　
　◇

　同
展
の
招
待
券
を
本
紙
読
者

五
組
十
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
お
届
け
の
中

日
新
聞
販
売
店
名
を
明
記
し

て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０
７
、

松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー
ム

ニ
ュ
ー
ス
「
秋
の
所
蔵
品
展
」

プ
レ
ゼ
ン
ト
係
へ
。

　締
め
切
り
は
十
四
日
（
水
）

必
着
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
招
待
券
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
に
代
え
ま
す
。

　自
転
車
の
ル
ー
ル
や
運
転
免

許
自
主
返
納
に
つ
い
て
な
ど

「
交
通
安
全
講
話
」
が
先
月
三
十

一
日
、
守
山
福
祉
会
館
＝
小
幡

一
＝
で
開
か
れ
、
六
十
―
八
十

代
の
男
女
二
十
人
が
学
ん
だ
。

　高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事

故
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら

同
館
が
守
山
署
に
依
頼
し
、
今

回
初
め
て
開
い
た
も

の
。
利
用
者
か
ら

「
運
転
免
許
を
自
主

返
納
し
よ
う
か
な
」

と
い
う
声
を
聞
い
た

こ
と
や
、
車
・
自
転

車
で
来
館
す
る
人
が

多
い
こ
と
も
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。

　署
員
が
講
師
を
務

め
、
ま
ず
自
転
車
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
参
加

者
の
手
に
取
ら
せ
て

「
乗
る
と
き
は
、
か

ぶ
っ
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
呼
び

掛
け
。
「
着
用
は
努
力
義
務
だ

け
ど
」
と
前
置
き
し
た
上
で

「
か
ぶ
っ
て
い
な
い
と
、
け
が

が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と

強
調
し
た
。

　続
い
て
、
名
古
屋
市
が
現
在

行
っ
て
い
る
運
転
免
許
自
主
返

納
支
援
事
業
や
、
運
転
免
許
証

高
齢
者
に「
交
通
安
全
講
話
」

自
転
車
ル
ー
ル
や
運
転
免
許
自
主
返
納
な
ど

「頭を守ることは大事」ヘル

メット着用を呼び掛ける署員

　金
城
学
院
は
、
創
立
百
三
十

周
年
を
記
念
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
イ
ベ
ン
ト
「
特
別
講
演
＆
ハ

ン
ド
ベ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
九

月
二
十
八
日
（
土
）
、
同
学
院

大
学
＝
大
森
二
＝
ア
ニ
ー
・
ラ

ン
ド
ル
フ
記
念

講
堂
で
開
催
。

入
場
の
申
し
込

み
を
先
着
順
で

受
け
付
け
て
い

る
。　第

一
部
の
特

別
講
演
に
は
、

名
古
屋
市
出
身

で
ス
タ
ジ
オ
ジ

ブ
リ
代
表
取
締

役
、
映
画
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の

鈴
木
敏
夫
さ
ん

が
登
場
。
『
ス

タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ

の
作
品
が
伝
え
る
女
性
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
』
を
テ
ー
マ
に
、
女

性
を
ど
う
捉
え
て
作
品
に
し
て

き
た
の
か
―
な
ど
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

　ま
た
第
二
部
で
は
、
同
学
院

の
中
高
大
生
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ワ

イ
ア
が
『
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
名
曲

＆
ジ
ブ
リ
の
名
曲
』
を
タ
イ
ト

ル
に
演
奏
を
披
露
。
「
さ
ん

ぽ
」
や
「
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
」

「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
メ
ド
レ

ー
」
（
変
更
の
場
合
あ
り
）
ほ

か
、
天
使
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
も

呼
ば
れ
る
音
色
を
奏
で
る
。

　申
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き

か
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
。
往
復
は

が
き
（
一
人

一
枚
の
み
有

効
）
は
①
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー

イ
ベ
ン
ト
申

し
込
み
②
種
別
（
一
般
・
卒
業

生
・
在
学
生
・
在
校
生
・
在
園

児
）
③
年
代
（

代
・

代
・


代
・

代
・

代
・

歳
以

上
）
④
性
別
を
明
記
し
て
、
〒

４
６
３
―
８
５
２
１
（
住
所
不

要
）
、
金
城
学
院
総
務
部
総
務

担
当
宛
て
へ
。

　ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
、
同
イ
ベ

ン
ト
ペ
ー
ジ
（
上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
取
り
）
か
ら
応
募
。

定
員
千
二
百
人
に
達
し
次
第
、

受
け
付
け
終
了
。

　午
後
三
時
―
同
五
時
半
、
同

二
時
半
開
場
。
「
入
場
の
際
、

受
付
で
お
一
人
に
つ
き
五
百
円

か
ら
の
寄
付
を
お
預
か
り
し
ま

す
」
と
関
係
者
。
寄
付
金
は
全

額
、
医
療
型
短
期
入
所
施
設

「
も
み
じ
の
家
」
へ
贈
ら
れ

る
。　問

い
合
わ
せ
は
金
城
学
院
大

学
総
務
部
＝
☎
０
５
２
（
７
９

８
）
０
１
８
０
（
代
）
＝
へ
。

特
別
講
演
＆
ハ
ン
ド
ベ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

金
城
学
院
大
が
１
３
０
周
年
記
念
し

来
月

日
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト

同学院大生ハンドベルクワイアはク

リスマスのコンサートでもおなじみ

中
、
守
山
西
中
２
―
０
志
段
味

東
小
、
大
森
中
２
―
０
小
幡
北

小
、
吉
根
小
２
―
０
二
城
小
、

守
山
東
中
２
―
０
大
森
小

　〈
三
次
予
選
〉
守
山
小
２
―

０
吉
根
中
、
苗
代
小
２
―
０
志

段
味
中
、
守
山
西
中
２
―
０
大

森
中
、
吉
根
小
２
―
０
守
山
東

中
　〈
準
決
勝
〉
守
山
小
２
―
０

苗
代
小
、
吉
根
小
２
―
１
守
山

西
中　〈

決
勝
〉
守
山
小
２
―
０
吉

根
小

　◇
令
和
元
年
度
守
山
区
小
・

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
（
七
月
二
十
七
日
、
守
山

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
第
１
・
２

競
技
場
）
＝
中
日
新
聞
守
山
販

売
店
連
合
会
後
援

　〈
一
次
予
選
〉
天
子
田
小
２

―
１
森
孝
東
小
、
吉
根
中
２
―

１
下
志
段
味
小
、
志
段
味
中
２

―
１
白
沢
小
、
苗
代
小
２
―
０

大
森
北
小
、
森
孝
中
２
―
０
瀬

古
小
、
守
山
西
中
２
―
０
小
幡

小
、
志
段
味
東
小
２
―
０
志
段

味
西
小
、
大
森
中
２
―
０
西
城

小
、
吉
根
小
２
―
０
守
山
北

中
、
二
城
小
２
―
０
森
孝
西

小
、
大
森
小
２
―
０
廿
軒
家
小

　〈
二
次
予
選
〉
守
山
小
２
―

０
天
子
田
小
、
吉
根
中
２
―
０

鳥
羽
見
小
、
志
段
味
中
２
―
０

守
山
中
、
苗
代
小
２
―
０
森
孝

の
代
わ
り
に
身
分
証
と
し
て
使

え
る
運
転
経
歴
証
明
書
に
つ
い

て
説
明
。
参
加
者
が
申
請
方
法

な
ど
を
熱
心
に
質
問
を
し
て
い

た
ほ
か
、
配
ら
れ
た
資
料
に
メ

モ
を
す
る
姿
も
見
ら
れ
た
。

　ま
た
「
県
内
で
は
、
一
日
に

百
人
前
後
の
人
が
交
通
事
故
で

け
が
を
し
て
い
る
」
と
い
う
話

や
、
両
手
で
輪
を
作
り
（
注
意

し
て
見
る
こ
と
が
可
能
な
）
視

野
の
体
験
も
行
わ
れ
、
あ
ち
こ

き
な
も
の
を
好
き
な
分
だ
け
ラ

ン
チ
プ
レ
ー
ト
に
取
っ
た
後
、

友
達
や
家
族
と
集
ま
っ
て
食

事
。
食
べ
物
を
頬
張
っ
て
に
っ

こ
り
と
し
た
り
、
お
代
わ
り
を

す
る
子
ど
も
の
姿
が
見
ら
れ

た
。
ま
た
七
夕
前
日
の
同
日
、

子
ど
も
食
堂
の
前
に
は
、
数
字

の
「
７
」
に
関
す
る
雑
学
を
教

え
る
ユ
ニ
ー
ク
な
特
別
授
業
も

開
か
れ
た
。

　「
子
ど
も
食
堂
は
、
こ
れ
か

ら
毎
月
や
っ
て
い
き
ま
す
」
と

高
橋
委
員
長
。
「
こ
う
し
た
活

動
は
『
や
り
た
い
人
が
や
る
』

と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
行
っ
て
い

け
ば
輪
が
広
が
り
、
手
伝
っ
て

く
れ
る
人
も
増
え
て
い
く
と
思

う
」
と
も
話
し
て
い
た
。

　子
ど
も
会
に
代
わ
る
交
流
の
場
と
、
よ
り
安
心
・
安
全
な
地
域
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
す
鳥
羽

見
学
区
「
鳥
羽
見
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」
に
よ
る
「
子
ど
も
食
堂
」
が
先
月
六
日
、
鳥
羽
見
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
＝
鳥
羽
見
二
＝
で
開
か
れ
た
。
食
事
を
す
る
人
、
作
る
人
合
わ
せ
て
約
百
人
が
集

ま
り
、
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の
昼
食
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

地
域
交
流
と
子
ど
も
の〝
居
場
所
づ
く
り
〟目
的
に

　同
学
区
で
は
、
子
ど
も
会
が

七
年
ほ
ど
前
に
消
滅
。
「
鳥
羽

見
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」
は
子
ど
も

の
集
団
活
動
を
通
し
て
自
主
性

を
養
う
ほ
か
、
住
民
同
士
が
顔

を
覚
え
て
声
掛
け
を
す
る
と
い

っ
た
こ
と
で
事
件
や
事
故
防
止

に
も
つ
な
げ
る
の
が
狙
い
。

　誕
生
は
二
〇
一
七
（
平
成
二

十
七
）
年
二
月
で
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
参
加
で
き
る
ゲ

ー
ム
大
会
や
焼
き
芋
大
会
な
ど

イ
ベ
ン
ト
を
年
に
三
、
四
回
開

催
。
同
学
区
連
絡
協
議
会
子
ど

も
育
成
対
策
委
員
会
（
高
橋
忍

委
員
長
）
が
立
ち
上
げ
、
運
営

を
続
け
て
い
る
。

　今
回
初
め
て
開
か
れ
た
子
ど

も
食
堂
は
地
域
交
流
の
ほ
か
、

子
ど
も
た
ち
の
〝
居
場
所
づ
く

り
〟
が
目
的
。
チ
ラ
シ
と
回
覧

板
に
よ
る
参
加
者
募
集
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
の
受
け
付
け
に
小

中
学
生
と
保
護
者
ら
八
十
人
の

申
し
込
み
が
あ
っ
た
。

　食
事
作
り
は
コ
ミ
セ
ン
内
の

調
理
室
で
行
わ
れ
、
鳥
羽
見
小

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
コ
ミ
セ
ン
の
料
理
教

室
で
学
ん
で
い
る
高

齢
者
ら
が
担
当
。
子

ど
も
た
ち
に
た
く
さ

ん
食
べ
さ
せ
よ
う
と

腕
を
振
る
い
、
ハ
ン

バ
ー
グ
や
唐
揚
げ
、

チ
ャ
ー
ハ
ン
な
ど
計

十
二
品
を
大
皿
や
ホ

ッ
ト
プ
レ
ー
ト
に
盛

り
付
け
て
並
べ
た
。

　参
加
者
た
ち
は
好

ち
か
ら
「
へ
え
ー
」
と
驚
き
の

声
が
上
が
っ
た
。

　買
い
物
な
ど
で
車
を
運
転
す

る
と
い
う
川
瀬
初
栄
さ
ん
七
四

＝
吉
根
二
＝
は
「
注
意
し
て
見

ら
れ
る
視
野
の
狭
さ
に
驚
い

た
。
同
居
の
お
嫁
さ
ん
か
ら
も

気
を
付
け
る
よ
う
言
わ
れ
て
い

る
の
で
、
近
い
う
ち
に
運
転
免

許
を
返
納
し
よ
う
と
思
う
」
と

話
し
て
い
た
。

　▽
久
田
明
さ
ん
＝
小
六
町

＝
の
投
稿
写
真

　こ
と
し
も
生
ま
れ
ま
し
た

カ
ル
ガ
モ
の
子
ど
も
た
ち
―

守
山
川

　「
え
っ
⁈
」
と
び
っ
く
り

し
た
り
、
思
わ
ず
笑
っ
て
し

ま
う
よ
う
な
写
真
は
あ
り
ま

せ
ん
か
―
。
本
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
あ
な
た
が
日
常
生
活
で

と
ら
え
た
〝
ス
ク
ー
プ
〟
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
。
郵
送
は
写
真
の
ほ

か
、
別
紙
に
①
住
所
②
氏
名

（
匿
名
希
望
の
方
は
ペ
ン
ネ

ー
ム
も
）
③
電
話
番
号
④
写

真
の
説
明
や
コ
メ
ン
ト
な
ど

を
明
記
し
て
、
〒
４
６
３
―

０
０
０
７
、
松
坂
町
三
五

二
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス

「
紙
上
写
真
展
」
係
へ
。

　メ
ー
ル
は
、
件
名
に
「
紙

上
写
真
展
」
、
本
文
に
（
必

ず
）
①
か
ら
④
、
写
真
デ
ー

タ
を
添
付
し
て
＝m-homene

ws@du-net.ne.jp

＝
へ
お

送
り
く
だ
さ
い
。

　携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
写
真
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

た
だ
し
、
内
容
や
画
質
に
よ

っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

写
真
募
集
中


フ
ラ
ン
ス
美
術
３００
年「
秋
の
所
蔵
品
展
」


日
か
ら
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
美
術
館
で

みんなで食べるとおいしいね―子ども食堂の参加者ら

子どもたちの大好きなメ

ニューが数多く並んだ

オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ロ
ダ
ン

《
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
『
変

身
物
語
』
》
鋳
造
年
不
詳

優
勝
の
守
山
小
学
校

準
優
勝
の
吉
根
小
学
校

チームの選手らが勢ぞろいした開会式


